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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

近年新たに受け入れた博物館資料や、これまで着手できずにいた資料の整理・登録作業を積極的に行った。このうち化石標本ほ

か整理・登録が終了し、公開の準備を整える段階まで進んだ分野もある。

改革改善

の考え方

①問題

点

緊急雇用創出事業が終了するため整理・登録作業が滞る。

②改革

提案

整理作業の必要時に人材が確保できるよう、経験者を中心に人材の把握につとめる。

総事業費①+② 25,696 8,239 11,708

人件費計（千円）② 0 3,469

0

正規職員所要時間 970

臨時職員所要時間

一般財源 1

その他 1,977 1,977

起債

県支出金 25,696 6,262 6,261

国庫支出金

事業費計（千円）① 25,696 8,239 8,239 0 〔24特定財源〕（県）緊急雇用創出事業補助金

10/10、（そ）繰入金

25年度予算額 特定財源内訳、補足事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　整理し公開・活用を図る業務

　①人文資料・美術資料の整理・登録

　②自然標本の整理・登録

　③考古資料（土器）の復元

２　雇用形態（月20.5日　6ヶ月+6ヶ月）　および人数　３名

３　雇用形態（月20.5日　期間　1月～３月）および人数　６名

１　整理し公開・活用を図る分野数

２　人数（１年間）

３　人数（３ヶ月）

１　　４分野

２　　３名

３　　６名

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

・「緊急雇用創出事業補助金」（補助率10分の10）、「地域活性化交付金」（補助率10分の10）を活用する。

・美術博物館ならびに考古博物館において、通常業務で積み残しになっている博物館資料の整理を推し進め、公開・活用の基盤となる資

料・データを整備する。

・学芸事業の広報に努め、学校等との連携関係を構築する。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

整理・登録を行う臨時雇用者（人数） 3 9

4

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

完成する目録等の分野件数 4

28年度見込み

整理・登録を必要とする分野（件） 4

意図（どういう状態

にするか）

整理し公開・活用のための基盤を整備する

向上させたい上位施

策の成果指標

見出される地域資源の数（累計）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 整理・登録を必要とする分野

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 61 地域資源の発見・資産化

基本計画上

の位置づけ

政策 6 地域の自然・歴史・文化を活かし続けるまちづくり

課等名 美術博物館 係等名 学芸係

事業種別 政策 開始 21 終了 24

事務事業名

会計 一般会計

博物館資料の整理・登録と活用事業

61 事業№ 52 9平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 6 施策№


